第20号様式
「事業展開・多角化資金」事業計画書
年　　月　　日
（取扱金融機関）

様
所　　在　　地
法人名又は商号　
代　　表　　者
電　話　番　号
私は、川崎市中小企業融資制度「事業展開・多角化資金」を申込み、新型コロナウイルス感染症により事業活動に影響を受けており、その影響から脱却するため、次の事業計画書に基づき、新たな事業の展開（事業・業態・業種における転換）や多角化、新製品等開発に取り組みます。
１　融資対象要件と新たな事業展開の内容
	ア　融資対象要件について、該当するチェック欄「□」に✔印を付してください。

	· セーフティネット保証４号、同保証５号の認定を受けた者
· 令和２年２月以降に以下の新型コロナウイルス関連融資を利用した者
　・災害対策資金（４号別枠）
・危機対策資金（危機関連保証別枠）
・不況対策資金（１０年型）（セーフティネット保証５号）
・川崎市新型コロナウイルス感染症対応資金
· 直近６か月のいずれか１か月の売上高が、新型コロナウイルス感染症の影響以前（令和２年１月以前の同月）の売上高と比べて、減少していることを取扱金融機関が確認された方（注）Ａ＜Ｂ
Ａ 直近の売上高(直近６ヶ月のいずれか１ヶ月) 百万円（対象年月： 年 月）
Ｂ コロナ影響以前の売上高（Ａの同月） 百万円（対象年月： 年 月）


	イ　取組内容について、該当するチェック欄「□」に✔印を付し、具体的に記載してください。
· 　新たな事業の展開（事業・業態・業種の転換）
· 　多角化
· 　新製品等開発

	
（記載例）
　（店舗型飲食店）利用客の減少により売上が減少していたが、在宅勤務時の食事やオンライン飲み会等への需要に対応するため、キッチン等の一部改修やECサイトを構築し宅配商品を開発、デリバリーを開始する。



２　新たな事業展開等により想定される効果
	何が　　※最低一つは選択
	何期後に
	どれくらい改善するか

	□年間売上高の増加
□売上増加率（＝(売上高/前年度売上高)－１）の向上
□営業利益率（＝営業利益/売上高）の向上
□労働生産性（＝営業利益/従業員数）の向上
	
	

	□その他期待される効果


３　資金計画及び資金調達計画
	資金計画
（何にいくら必要か記入）
	資金調達
（どこからいくら調達するか記入）
	新しい事業展開の資金に使用する資金に「○」をしてください

	設備資金
	
	
	

	
	
	
	

	運転資金
	
	
	

	
	
	
	

	合計額
	
	合計額
	
	


	
	金融機関確認欄
	

	
	
	


　年　　月　　日
この計画書の内容を確認しました。
　　　
	取扱金融機関
	


	担当者
	

	融資予定金額
	
万円


・事業転換とは、主たる業種を変更することなく、主たる事業を変更することをいう。


例：観光バス事業者が、高齢者施設向け送迎サービスを開始（転換又は多角化）


例：自動車部品の製造業者が、医療機器の製造も行う（多角化）


・業種転換とは、主たる業種を転換することをいう。


例：ホテルの客室の一部をコワーキングスペースに改造して貸し出す（多角化）


・業態転換とは、製品等の製造方法等を転換することをいう。


例：衣服品販売店が、ECサイトを構築し、ネット販売も並行的に行う（多角化）


例：飲食店が宅配弁当を始める（多角化）


例：ヨガ教室を、実際の教室のほか、オンライン上でも開催する（多角化）


例：美容室が、訪問美容サービスを開始（多角化）


・事業多角化とは、従来の事業を継続しつつ新たな事業を開始することをいう。


・新製品等開発とは、自社技術等を使った新製品等の開発をすることをいう。
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